「キャンプファイヤー」台本例

	場　面
	台詞・役割　※留意点

	入場

始めの言葉

火の神入場

火の神の言葉

分火

点火

第２部

第３部

火の神の言葉

火の神退場
	※ＢＧＭ

※井桁を囲み、円になって座る

「みなさん、こんばんは。みなさんを明るく照らしてくれた太陽も、山の向こうに姿を消し、観音山少年自然の家にも、静かな夜がやってきました。観音山の大自然の中での活動はどうでしたか。今宵はみなさんと楽しく過ごしましょう。それでは、第１部を始めます。」

「今日は、観音山の火の神が、私たちのために来てくださいました。みんなで観音山の火の神をお迎えしましょう。」

※ＢＧＭ

※火の巫女の誘導で神様が入場

※円の内側を１周半回って椅子の前に立つ　

「今宵、このキャンプファイヤーのために、観音山の火の神が山から降りてきてくださいました。火の神からお言葉をいただきたいと思います。火の神お願いします。」

～火の神の言葉～

「それでは、火の神が山から持ってきてくださった火を分けていただきましょう。」

「火の守は前に出てきましょう。」

※火の守は神の前に立つ

火の神『あなたたちには、努力の火を授けましょう』

※火の神から火をもらう

火の守『わたしたちは努力の火をいただきました。何に対してもあきらめることなく努力することを誓います。』

※火の守は元の位置に下がる　【以下、同様に進行】

火の神『あなたたちには健康の火をあげましょう。』

火の守『わたしたちは健康の火をいただきました。これからも元気な心と体を大切にして生活することを誓います。』

火の神『あなたたちには友情の火をあげましょう。』

火の守『わたしたちは友情の火をいただきました。お互いの良さを認め合い助け合っていくことを誓います。』

火の神『あなたたちには協力の火をあげましょう。』

火の守『わたしたちは協力の火をいただきました。これからも友達と協力してどんなことも乗り越えていくことを誓います。』

「それでは、火の神の合図で点火します。代表の人と火の巫女は、井桁の所まで進んでください。」

※火の守と火の巫女は井桁を囲む

「火の神は、点火の合図をお願いします。」

火の神『点火ー！！』　　※ＢＧＭ
※火の守と火の巫女は井桁に点火

「ありがとうございました。代表の人は自分の場所に戻ってください。巫女は、神様の横に戻りましょう。」

※火の守と火の巫女は戻る

「みなさん、中央の炎を見てください。みなさんが活動の中で見つけた自然のすばらしさや友達のすばらしさ、自分自身のすばらしさが今一つになって力強く生き生きと熱く燃えています。そして、私たちの顔をそして瞳を照らしています。

これで、キャンプファイヤー第１部を終わります。」

「さあ、ここからは楽しい第２部の始まりです。」

※学校で準備したレクレーション等を行う

「さあ、みなさんと一緒に楽しいときを過ごしてきた、このキャンプファイヤーも終わりが近づいてきました。さっきまで、あんなに勢いのよかった火もすっかり小さくなってきました。中央の炎を見つめながら、これまでのことを振り返りましょう。今、みなさんの心に何が残っているでしょうか。」

「それでは、いよいよ火の神が帰られるときを迎えました。ここで火の神からお別れのお言葉をいただきます。」

～火の神の言葉～

「それでは、火の神がお帰りになります。みなさんで、火の神をお送りしましょう。」

※ＢＧＭまたは歌

※火の神は火の巫女の先導で、円の内側を１周半回って退場

「これでみなさんと楽しく過ごしたキャンプファイヤーを終わります。

　先生方の指示にしたがって所に戻りましょう。」

※ＢＧＭ




「キャンドルのつどい」台本例

	場　面
	台詞・役割　※留意点

	入場

始めの言葉

火の神入場

火の神の言葉

分火

点火

第２部

第３部

火の神の言葉

火の神退場
	※ＢＧＭ

※メインキャンドルを囲み、円になって座る

「みなさん、こんばんは。みなさんを明るく照らしてくれた太陽も、山の向こうに姿を消し、観音山少年自然の家にも、静かな夜がやってきました。観音山の大自然の中での活動はどうでしたか。今宵はみなさんと楽しく過ごしましょう。それでは、第１部を始めます。」

「今日は、観音山の火の神が、私たちのために来てくださいました。みんなで観音山の火の神をお迎えしましょう。」

※ＢＧＭ

※火の巫女の誘導で神様が入場

※円の内側を１周半回って椅子の前に立つ　

「今宵、このキャンドルのつどいのために、観音山の火の神が山から降りてきてくださいました。火の神からお言葉をいただきたいと思います。火の神お願いします。」

～火の神の言葉～

「それでは、火の神が山から持ってきてくださった火を分けていただきましょう。」

「火の守は前に出てきましょう。」

※火の守は火の神の前に立つ

火の神『あなたたちには、努力の火を授けましょう』

※火の神から火をもらう

火の守『わたしたちは努力の火をいただきました。何に対してもあきらめることなく努力することを誓います。』

※火の守は元の位置に下がる　【以下、同様に進行】

火の神『あなたたちには健康の火をあげましょう。』

火の守『わたしたちは健康の火をいただきました。これからも元気な心と体を大切にして生活することを誓います。』

火の神『あなたたちには友情の火をあげましょう。』

火の守『わたしたちは友情の火をいただきました。お互いの良さを認め合い助け合っていくことを誓います。』

火の神『あなたたちには協力の火をあげましょう。』

火の守『わたしたちは協力の火をいただきました。これからも友達と協力してどんなことも乗り越えていくことを誓います。』

「それでは、火の神の合図で点火します。代表の人と火の巫女は、中央のメインキャンドルを囲んでください。」

※代表者と巫女はメインキャンドルを囲む

「火の神は点火の合図をお願いします。」

火の神『点火ー！！』　　※ＢＧＭ
※火の守と火の巫女はメインキャンドルに点火

「ありがとうございました。火の守は自分の場所に戻ってください。火の巫女は火の神の横に戻りましょう。」

※火の守と火の巫女は戻る

「みなさん、中央の炎を見てください。生まれたときは細く淡かった炎も今はこんなに力強く生き生きと燃えています。みなさんの誓いの言葉が集まってこんなに立派な炎になりました。先ほどまで真っ暗だったこの会場が明るく輝き、わたしたちの顔を、そして瞳を照らしています。

　これで、キャンドルのつどい第１部を終わります。」

「さあ、ここからは楽しい第２部の始まりです。」

※メインキャンドルを移動→一度火を消す

※学校で準備したレクレーション等を行う

※メインキャンドルを中央に移動→一番上だけ火を付ける

※ミニキャンドルを全員に配布する

※火の巫女はトーチ棒を持って神の横に立つ

※火の守はトーチ棒を持って自分の席で待つ

「それでは、楽しく過ごしてきた第２部も終わりました。いよいよキャンドルのつどいも第３部に入ります。」

※ＢＧＭ

「火の巫女はメインキャンドルに火を取りにいってください。」

※火の巫女はメインキャンドルから火をもらう

「それでは、火の神に火を渡してください。」
「火の守は火の神の前に集まってください。」
「それでは、火の神から火を分けていただきます。」
※火の神は火の守一人一人に火を分けていく
「火の守は火の神からいただいた火を持って自分の場所に戻りましょう。」
※火の守は円の中に戻る

「それでは、火の守の両側の人は火をもらってください。そして、順にその隣の人は火をもらいましょう。」

「たった一つだった炎がみなさんの協力で一つそして、また一つ増えていくのがわかりますか」
※全員に火が行き渡るまで待つ
「みなさん、自分のキャンドルの炎を静かに見つめてください。一つの炎の中にも違った色や明るさがあり、それが重なり合ってとてもきれいですね。しかし、この小さな炎はやがて消えてしまいます。キャンドルの炎は、今、自分自身の身を削って、みなさんを明るく照らすために燃え続けています。その姿は、みなさんを今まで支えてくれた家族、友達、先生方など、まわりにいる人たちと重なってきませんか。そして、自分のことを振り返ってみてください。あなたは、このキャンドルのように、だれかのために、一生懸命明るく照らそうとしているでしょうか。」
※キャンドルを見つめる時間をつくる

「さあ、みなさんと一緒に楽しいときを過ごすことができたこのキャンドルのつどいも終わりに近づき、火の神が帰られるときをむかえました。ここで火の神からお別れの言葉をいただきます。」
～火の神の言葉～

「それでは、火の神がお帰りになります。みなさんで静かに火の神をお送りしましょう。火の神がみなさんの前を通りましたら、持っているキャンドルの火を静かに吹き消してください。」
※ＢＧＭ

※火の神は火の巫女の先導で退場

※円の内側を１周半回って部屋から出る

「これでみなさんと楽しく過ごしたキャンドルのつどいを終わります。　出口の近くにいる人から静かに退場しましょう。そして、持っているキャンドルは出口で先生に渡してください。」
※ＢＧＭ




火の神　言葉の例

＜始めの言葉＞

「私は観音山の火の神です。今宵、（　　　）学校の楽しい集いがあると聞いて、観音山から下りてきました。火は、昔から私たちの生活にとって欠かすことのできない大切なものです。ある時は、食べ物を焼く熱となり、ある時は闇を照らす光となります。しかし、この火も一歩間違えればすべてを焼き尽くし、灰となってしまいます。使い方によっては、人と人との心を結ぶ楽しい集いの火となります。今宵はこの火のもとで、キャンプファイヤー（キャンドルのつどい）を楽しみましょう。」

＜分火の言葉＞

（　　　　）には（　　　　）の火を授けます。

（　　　　）には（　　　　）の火を授けます。

（　　　　）には（　　　　）の火を授けます。

（　　　　）には（　　　　）の火を授けます。

【授ける火の例：友情・努力・感謝・協力・健康・勇気の火など】

＜終わりの言葉＞

「楽しかったキャンプファイヤー（キャンドルのつどい）も終わりが近づきました。みなさんを明るく照らしてくれた火は、私たちの心の中にも光を与えてくれましたね。そして、私たちの心に友情の大切さを教えてくれました。観音山でのこの夜の思い出や、家族の温かさ、多くの人々のやさしさ、人と人とのつながりの大切さをいつまでも忘れず、明日からの生活に全力で取り組んでください。私は、そろそろ観音山に帰りたいと思います。みなさん、いつまでもお元気で。また、どこかでお会いしましょう。さようなら。」
